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○令和３年１２月定例会   

12 月 20 ⽇〜12 月 22 ⽇（3 ⽇間） 

・坂元 勇 議員  ・・・ 2P 

 

・田中秀二 議員  ・・・ 3P 
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・条例の制定・改定 ３件 

・補正予算     ４件 

・契約       ７件 

・同意      

・権利の放棄    ２件 

・計画の策定    １件 

 

 R04.3             発行：鹿児島県十島村議会 〒892-0822 鹿児島県鹿児島市泉町 14 番 15 号 

   ○一般質問  ２件 

議会だよりの表紙を飾る写真募集中です 

島の風景や行事など魅力ある一枚をお待ちしています。 

お問い合わせは議会事務局まで 

▲2 月 10日に十島村日本復帰及び村制施行 70周年記念式典が開催されました！！ 

 

1 件 



坂元 勇 議員 
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一般質問 

 

○
坂
元
議
員 

村
営
住
宅
、
空
き
家

住
宅
、
教
員
住
宅
、
一
般
住
宅
等
の

シ
ロ
ア
リ
に
よ
る
被
害
の
状
況
を
伺

う
。 

 
 ○

肥
後
村
長 
平
成
２３
年
か
ら
令

和
２
年
度
ま
で
の
１０
年
間
に
お
い

て
、
村
営
住
宅
並
び
に
定
住
促
進
住

宅
に
つ
い
て
は
、
１６
件
の
被
害
が
出

て
お
り
、
金
額
は
一
三
〇
〇
万
円
余

り
で
あ
る
。
本
年
度
は
、
現
時
点
で

悪
石
島
の
村
営
住
宅
の
二
世
帯
長
屋

の
二
棟
三
戸
の
被
害
を
受
け
て
お

り
、
こ
の
内
二
世
帯
長
屋
の
一
棟
に

つ
い
て
は
、
平
成
２９
年
１
月
に
完
成

し
た
住
宅
で
シ
ロ
ア
リ
保
証
対
象
期

間
５
年
以
内
で
あ
る
た
め
施
工
業
者

に
て
無
料
で
防
蟻
処
理
が
施
さ
れ

る
。
残
り
の
二
戸
に
つ
い
て
は
、
二

世
帯
長
屋
住
宅
の
両
方
の
住
宅
で
玄 

関
の
上
が
り
框
（
あ
が
り
か
ま
ち
）

か
ら
被
害
が
出
て
お
り
、
被
害
額
は

20

万
円
程
度
で
あ
る
。 

 

ま
た
、
教
員
住
宅
に
つ
い
て
は
平

成
２９
年
に
口
之
島
で
１
件
あ
り
、
被

害
額
は
４６
万
円
程
度
。 

 

牛
舎
・
共
同
利
用
家
畜
保
護
施
設

等
で
は
、
全
島
で
１８
施
設
整
備
し
て

い
る
が
、
被
害
は
出
て
い
な
い
。 

 

一
般
住
宅
に
つ
い
て
は
、
村
で
把

握
し
て
い
な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

○
肥
後
村
長 

防
除
計
画
に
つ
い
て

は
、
村
営
住
宅
に
つ
い
て
は
特
に
定
め

て
は
い
な
い
。
ほ
か
の
団
体
に
つ
い
て

も
、
そ
う
い
っ
た
計
画
ら
し
き
も
の
は

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。 

シ
ロ
ア
リ
の
防
除
に
関
し
て
は
、
一

般
的
に
は
「
シ
ロ
ア
リ
が
住
み
に
く
い

環
境
を
作
る
こ
と
」
「
薬
剤
予
防
で
住

み
に
く
い
こ
と
を
す
る
」
と
い
う
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。 

薬
剤
防
除
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
専

門
業
者
に
依
頼
す
る
こ
と
に
な
る
。
住

み
に
く
い
環
境
と
は
、
住
宅
を
き
れ
い

に
整
理
す
る
、
木
々
を
散
乱
さ
せ
な

い
、
風
通
し
を
よ
く
す
る
等
が
求
め
ら

れ
る
。 

ま
た
、
ネ
ズ
ミ
の
被
害
も
あ
り
、
ネ

ズ
ミ
が
水
道
管
を
か
じ
っ
て
水
漏
れ

が
発
生
し
、
木
が
腐
食
し
て
シ
ロ
ア
リ

が
住
み
や
す
い
環
境
に
な
る
と
い
う

こ
と
も
あ
る
。 

入
居
者
に
お
い
て
は
、
異
変
を
感
じ

た
ら
速
や
か
に
行
政
に
連
絡
を
い
た 

シ
ロ
ア
リ
被
害
に
つ
い
て 

だ
く
こ
と
で
早
期
の
対
処
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
空
き
家

住
宅
や
入
居
者
の
い
な
い
村
営
住
宅

等
に
つ
い
て
は
、
現
地
の
住
宅
管
理

人
で
あ
る
出
張
所
長
や
現
業
職
で
、

月
に
何
度
か
空
気
の
入
れ
換
え
を
す

る
と
い
っ
た
管
理
も
今
後
徹
底
さ
れ

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。 

 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
違
う
工
法
等

で
よ
い
も
の
が
あ
れ
ば
、
今
後
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。
村
と
し
て
も

し
っ
か
り
と
調
べ
た
う
え
で
財
産
を

守
る
方
法
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
。 

○
坂
元
議
員 

新
築
住
宅
と
既
存
の

住
宅
に
お
け
る
シ
ロ
ア
リ
対
策
に
つ

い
て
伺
う
。 

○
肥
後
村
長 

住
宅
を
含
む
村
が
発

注
す
る
木
造
建
築
物
に
関
す
る
シ
ロ

ア
リ
対
策
と
し
て
は
、
国
土
交
通
省

が
定
め
る
「
公
共
建
築
木
造
工
事
標

準
仕
様
書
」
に
基
づ
き
、
使
用
す
る

木
材
に
薬
剤
を
加
圧
注
入
処
理
ま
た

は
塗
布
を
行
い
、
土
壌
に
対
し
て
は

薬
剤
散
布
や
、
基
礎
を
「
布
基
礎
」

で
は
な
く
住
宅
が
建
つ
床
下
全
体
に

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
流
し
込
ん
で

作
る
「
べ
た
基
礎
」
で
整
備
し
て
い

る
。 

○
坂
元
議
員 

シ
ロ
ア
リ
を
含
め
た

害
虫
全
体
の
防
除
計
画
に
つ
い
て
伺

う
。 



 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

一般質問 

 

○
田
中
議
員 

切
石
港
の
現
状
と
再

接
岸
で
き
る
時
期
に
つ
い
て
伺
う
。 

○
肥
後
村
長 
最
近
の
諏
訪
之
瀬
島

御
岳
の
火
山
活
動
の
活
性
化
等
に
よ

り
、
11
月
３
日
に
地
元
漁
船
に
よ
る

水
深
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
既

定
の
水
深
の
マ
イ
ナ
ス
5.5
ｍ
を
満

た
し
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
こ

と
か
ら
、
定
期
船
に
つ
い
て
は
同
日

鹿
児
島
港
出
港
便
か
ら
元
浦
港
を
使

用
し
て
い
る
。 

 

水
深
調
査
の
結
果
、
最
も
浅
い
と

こ
ろ
で
マ
イ
ナ
ス
3.6
ｍ
と
な
っ
て

お
り
、
泊
地
面
積
二
万
二
八
三
三
㎡

の
う
ち
、
一
万
三
二
三
五
㎡
の
土
砂

体
積
が
確
認
さ
れ
、
泊
地
の
お
よ
そ

６
割
が
影
響
を
受
け
て
い
る
。 

 

堆
積
し
た
土
量
に
つ
い
て
は
、
一

万
二
四
七
㎥
で
、
平
均
し
た
厚
さ
は

約
80
㎝
に
な
る
。
水
深
を
確
保
す
る

た
め
の
浚
渫
工
事
が
必
要
な
こ
と
か

ら
九
州
地
方
整
備
局
鹿
児
島
港
湾
・

空
港
整
備
事
務
所
長
と
、
鹿
児
島
県

土
木
部
長
に
工
事
費
確
保
の
依
頼
を 

農
業
振
興
に
つ
い
て 

○
田
中
議
員 

農
業
振
興
の
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。 

し
た
と
こ
ろ
国
の
補
正
予
算
で
事
業

費
九
千
八
百
万
円
を
要
望
し
て
い

る
。
生
活
物
資
等
の
輸
送
の
重
要
性

か
ら
、
接
岸
が
危
ぶ
ま
れ
る
天
候
の

際
は
、
出
港
日
の
調
整
、
配
慮
し
て

い
く
方
針
で
あ
る
。
ま
た
、
定
期
船

に
影
響
の
あ
る
部
分
を
優
先
的
に
施

工
し
た
場
合
、
最
も
早
く
施
工
が
進

ん
だ
場
合
で
も
、
令
和
４
年
３
月
か

ら
接
岸
可
能
と
な
る
予
定
で
あ
る
。 

 

私
が
就
任
し
て
か
ら
切
石
港
の
土

砂
が
堆
積
し
た
の
は
４
回
目
で
あ

る
。
台
風
の
た
び
に
港
の
中
に
砂
が

堆
積
し
て
き
て
お
り
、
台
風
通
過
後

に
は
切
石
港
の
調
査
を
行
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
令
和
２
年
12

月
ご
ろ

か
ら
御
岳
噴
火
が
ひ
ど
い
状
態
で
吹

き
上
げ
て
い
る
。 

 

現
状
、
事
業
費
を
確
保
す
る
術
が

な
い
の
が
実
態
で
あ
る
。 

 

○
肥
後
村
長 

村
で
は
、
現
在
、
柑
橘

類
な
ど
の
果
樹
生
産
、
U
・
I
タ
ー

ン
者
等
に
よ
る
「
島
ら
っ
き
ょ
う
、
島

バ
ナ
ナ
」
な
ど
の
生
産
が
主
に
行
わ
れ

て
い
る
が
、
新
た
な
農
産
物
の
創
出
と

し
て
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
、
ス
イ

カ
な
ど
の
経
済
作
物
の
実
証
栽
培
や
、

田
芋
の
実
証
圃
場
を
整
備
し
、
伝
統
農

作
物
の
復
活
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

し
か
し
、
耕
作
可
能
農
地
の
不
足
や

施
設
整
備
の
遅
れ
、
畜
産
に
比
べ
収
益

性
が
低
い
、
モ
デ
ル
的
な
就
農
農
家
が

い
な
い
、
台
風
や
塩
害
、
輸
送
コ
ス
ト

な
ど
様
々
な
課
題
か
ら
自
給
的
な
農

業
か
ら
経
営
的
農
業
へ
の
転
換
が
図

り
に
く
い
状
況
で
あ
る
。
ま
た
、
農
家

の
高
齢
化
な
ど
に
伴
う
人
手
不
足
は 

としま議会だより No.96 ③ 

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
担
い

手
の
確
保
も
大
き
な
課
題
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
現
状
で
は
あ

る
が
、
十
島
村
で
農
業
に
取
り
組
み

た
い
と
い
う
就
農
者
の
意
思
を
し
っ

か
り
と
受
け
止
め
、
課
題
を
克
服
し
、

活
路
を
見
出
し
た
い
と
考
え
る
。 

 

ま
た
、
農
業
に
お
け
る
指
導
体
制

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
営
農
指
導
員

が
不
在
の
状
況
が
続
い
て
お
り
十
分

な
農
家
指
導
が
で
き
て
い
な
い
状
況

に
あ
る
が
、
１
名
の
指
導
員
で
す
べ

て
の
作
物
、
す
べ
て
の
島
を
営
農
指

導
に
あ
た
る
こ
と
に
限
界
を
感
じ

る
。 

 

今
後
は
、
販
路
拡
大
と
と
も
に
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
整
備
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
巣
ご
も
り
需
要
の
増
加
な

ど
か
ら
ネ
ッ
ト
販
売
の
促
進
に
つ
い

て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
季
節
ご
と
に

複
合
的
な
農
業
の
仕
組
み
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
耕
畜
連
携
農
業
を
推

進
し
、
生
活
基
盤
の
安
定
化
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
。 

切
石
港
の
現
状
に
つ
い
て 

田中 秀二 議員 



   

 

  十島村議会 令和３年１２月定例議会 議決結果 18 案件を審議 全て全会一致で原案の通り可決しました 

 

 

 

 

 

   

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

〇十島村行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例等の一部を改正する条例

制定 

 

    

     

    

  

 

〇契約の締結（小宝島荷役作業用フォークリフト購入） 

    

 

 

 

〇契約締結（令和３年度十島村簡易水道事業（小宝島工区）請負変更契約） 

   

   

 

 

議決結果（12月定例議会） 

 

開 催 期 間  12 月 20 日～12 月 22 日（3 日間） 

審議した案件  村長提出議案 18 件 

可決･採決状況  原案可決   18 件 

可決した主な議案 ・条例改正について（3 件） 

         ・契約の締結について（5 件）   ・人事案件（1 件） 

         ・権利の放棄について（2 件）   ・計画の策定について（1 件） 

・専決処分の報告（2 件） 

 

    

     

 

〇一般会計 補正第 5 号 +539,748  → 4,623,565 千円 

〇国保特会 補正第 3 号   +2,026  →  270,879 千円 

〇船舶特会 補正第 2 号  +73,158  → 1,293,152 千円  

 

令和３年度補正予算 

議決結果 

 

条例改正 

老朽化が進んでおり、更新時期を前倒しし、９月補正に計上した

ものである。納期に５か月を要し、１２月議会での議決では納品ま

でに新たな修繕が発生する恐れがあったことから専決処分とした。   

令和４年１月１日より従来の軽減措置に加え、世帯に未就学児がいる場合において、賦

課する未就学児に係る被保険者均等割額を減額するため、所要の改正をするもの。   

 

〇十島村国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定 

としま議会だより No.96 ④ 

・令和 3 年度補正予算について（4 件） 

専決処分 

変更請負契約額が村長の専決処分事項の指定について（平成２１年３月１８日）

第３項の議決契約金額の１割以内であることから、専決処分とする。 

 

〇簡水特会 補正第 2 号   +6,746  →   302,621 千円 



 

 

 

 

〇東之浜港改修工事（２工区）請負契約の締結 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

  

 

 

〇十島村教育委員会教育長の任命同意について 

 

 

 

 

 

  〇十島村議会議員の報酬等の特例に関する条例制定について 

   議会議員の報酬を抑制するために、所要の改正を行うものであり、議会議員の報酬月額は、令和４

年４月１日から令和５年３月 31 日までの間において、十島村議会議員等の報酬及び費用弁償等に関

する条例（昭和 42 年条例第６号）第２条別表第１号の規定にかかわらず、同条に定める額からその

100 分の 10 に相当する額を減じた額とする。 

 

  〇離島振興法の改正・延長を求める意見書 

   離島における本土との格差は、引き続き対応すべき課題であり、令和４年度末をもって失効する現

行の「離島振興法」を抜本改正の上、恒久法化も視野に入れて延長されるよう、強く決意を求め

るために意見書を提出するものである。 

  

議決結果 

 

としま議会だより No.96  ⑤ 

権利の放棄 

契 約 

契約目的：やすら浜港改修工事（1 工区） 

契約金額：69,020,000 円（変更前金額 6,375,000 円） 

契約相手：竹山建設 株式会社 代表取締役 竹山 博昭 

・諏訪之瀬島：1 件 ・宝島：1 件 

同 意 

十島村教育委員会教育長が令和３年 12 月 18 日で任期満了であったことから、議会の同意を

求めるもの。 

〇やすら浜港改修工事（１工区）請負変更契約の締結 

〇小宝島港泊地浚渫工事請負変更契約の締結 

▲ 小宝島港の様子 

契約目的：医療施設等設備（遠隔医療支援システム） 

契約金額：20,350,000 円（うち消費税額 1,850,000 円） 

契約相手：株式会社 南日本情報処理センター 代表取締役 中村 洋 

〇令和３年度医療施設等設備（遠隔医療支援システム）事業業務委託契約の締結 

〇権利の放棄について議決を求める件 

（十島村黒毛和種優良肉用繁殖雌牛預託事業） 

氏 名  木戸 浩 氏 

〇宝島前籠宝島港線舗装補修工事請負契約の締結 

契約目的：小宝島港泊地浚渫 

契約金額：146,370,000 円（変更前金額 16,570,000 円） 

契約相手：株式会社 森山（清）組 代表取締役 森山 崇 
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本
村
は
、
終
戦
直
後
の
昭
和
21

年

２
月
に
北
緯
30

度
で
現
三
島
村
と

分
断
さ
れ
軍
政
下
に
お
か
れ
ま
し

た
。
昭
和
27

年
２
月
４
日
に
日
本
に

復
帰
し
ま
す
が
、
本
土
と
の
格
差
は

大
き
く
、
厳
し
い
環
境
下
で
の
生
活

を
強
い
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

 

復
帰
の
翌
年
、
昭
和
28
年
に
離
島

振
興
法
が
制
定
さ
れ
、
本
村
も
生
活

環
境
の
整
備
や
産
業
基
盤
の
整
備
な

ど
多
く
の
離
島
振
興
法
の
恩
恵
を
受

け
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
復

帰
と
と
も
に
島
々
の
生
活
や
経
済
・

産
業
は
、
自
給
自
足
的
な
社
会
か
ら

県
本
土
へ
と
向
き
を
変
え
、
本
土
と

の
か
か
わ
り
が
増
々
緊
密
の
度
合
い

を
増
し
て
い
き
、
昭
和
31
年
４
月
に

役
場
庁
舎
を
鹿
児
島
市
に
移
転
し
、

現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

議
会
に
お
い
て
は
伝
送
路
・
機
器

の
整
備
に
よ
り
平
成
22
年
６
月
議

会
か
ら
議
会
ラ
イ
ブ
中
継
が
各
島
で

視
聴
可
能
と
な
り
、
村
民
の
皆
様
方

に
は
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
て
い
る
の
で
は
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。 

前
田
議
長
祝
辞 

 

本
村
の
発
展
の
影
に
は
、
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
出
来
事
も
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

昭
和
45

年
７
月
、
臥
蛇
島
が
人
口

減
少
に
よ
り
集
団
離
島
と
な
り
、
無

人
島
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
昨
年

10

月
に
臥
蛇
島
に
お
い
て
離
島
50

年
式
典
が
開
催
さ
れ
、
臥
蛇
島
出
身

者
等
と
と
も
に
私
共
議
員
も
参
加
い

た
し
ま
し
た
が
、
改
め
て
先
人
の

並
々
な
ら
ぬ
苦
労
や
出
身
者
等
の
お

気
持
ち
が
察
せ
ら
れ
、
胸
が
締
め
付

け
ら
れ
る
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。 

 

「
第
二
の
臥
蛇
島
を
出
し
て
は
な

ら
な
い
。
」
こ
れ
が
村
民
共
通
の
心

の
叫
び
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

私
共
、
十
島
村
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
、
議
員
一
丸
と
な
っ
て
、
人

口
減
少
の
緩
和
や
島
の
維
持
、
島
民

の
更
な
る
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
目

指
し
て
、
地
域
振
興
、
産
業
振
興
に

力
を
注
い
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。 

（
一
部
抜
粋
） 

 

島  名 12/20 12/21 12/22 計 

口 之 島 0  0  0 0 

中 之 島 4  4  0 8 

諏訪之瀬島 1  1  1 3 

平  島 4  2  1 7  

悪 石 島 0  0  0 0  

小 宝 島 0  0  0 0  

宝   島 2  1  1 4 

計 11  8  3 22  

 

編
集
後
記 

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
2
名
の
議
員

の
一
般
質
問
と
議
決
結
果
を
中
心
に
編
集

し
て
い
ま
す
。
12
月
の
議
会
ラ
イ
ブ
中
継

視
聴
者
数
は
右
の
と
お
り
で
す
。
ぜ
ひ
多

数
の
視
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

議 

長 
 

 
 

前
田
功
一 

議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

委
員
長 

 

田
中
秀
治 

 
 

 
 
 

 

副
委
員
長 

永
田
和
彦 

 

 
 

 
 
 

 

委
員 

 
 

土
岐
純
郎 

 
 

 
 
 

 

委
員 

 
 

岩
下
正
行 

 
 

 
 
 

 

委
員 

 
 

日
高
久
志 

 
 

 
 
 

 

委
員 

 
 

日
高
助
廣 

 
 

 
 
 

 

委
員 

 
 

坂
元 

勇  

12 月議会ライブ中継視聴者

 

◀
役
場
正
面
玄
関
の
石
碑 

 

 

◀
記
念
式
典
の
様
子 

 


